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利府町社会福祉協議会は、法人の認可を取得した福祉団体であり、皆様の会費等によって運営されています。

主な内容
●利府町社会福祉協議会について
●平成29年度事業計画・収支予算
●赤い羽根共同募金事業報告
●中央地域包括支援センター

●インフォメーション
●福祉事業・福祉団体の活動紹介
●あたたかい善意ありがとうございます

この広報誌は、皆さまからの会費と赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

利府西中学校福祉体験学習（キャップハンディ体験）

●匿名 様（東　町） ……………　50,000円
●みちのくフリーマーケット 様（名取市） …　5,000円
●利府聖光幼稚園 様 …………　20,000円
●匿名 様（野中一部） …………　300,000円
●匿名 様（葉山） …………………　2,000円
●高橋よし子 様（青葉台） ………　7,812円
●匿名 様（町内） ………………… 3,000円

●鎌田　勝衛 様
　（野中一部） … 介護用品多数
●利府高校JRC 様 
　……… お茶・入浴剤

●片倉ツヤ子 様
●高橋　勝弘 様

●さわおとの森 様

平成29年1月　利府町ボランティア友の会創立30周年記念式典・記念祝賀会が松島一の坊を会場に盛大に開催されました。
当日は、長年活動された会員と二世代にわたり活動された会員の皆様に会より感謝状と記念品が贈呈されました。

利府町ボランティア友の会創立30周年記念

利府町ボランティア友の会は、昭和61年に設立した福祉団体です。利府町社会福祉協議会とボランティア友の会は自転車
の両輪のように少しづつ共にあゆんだ歴史があります。
小地域ネットワーク推進活動、町民交流館内で実施しているコーヒーショップ「ペア・パル」活動、東日本大震災では、

連日災害ボランティアセンターのスタッフとして活動していただきました。
今後とも会が益々ご発展されますことを心からご祈念申し上げます。

利府町社会福祉協議会では、町内の小・中学生を対象に「福祉への
関心」と「障がいに対する理解」を促すことを目的に、キャップハン
ディ体験学習やボランティア養成講座を実施しています。

福祉教育推進事業福祉教育推進事業

１月　利府西中学校（１年生） 2月　利府第二小学校（3年生） 2月　利府第三小学校（3年生）

あたたかい善意ありがとうございますあたたかい善意ありがとうございます

佐々木　幸　子
　4月よりケアマネジ
ャーとして勤務させて
いただいております。
一人ひとりの要望に添
ったケアプランをわか
りやすく提案していけるよう頑張って
いきますので、よろしくお願い致しま
す。

佐　藤　ゆかり
　4月より居宅介護支
援事業所にケアマネジ
ャーとして配属になり
ました。最適な介護が
受けられるようご利用
者様やご家族様に寄り添い、その人ら
しく安心して日常生活が送れるよう、
お手伝いさせていただきたいと思いま
すので、どうぞよろしくお願い致しま
す。

池　田　周　平
  4月より利府町社会
福祉協議会に勤めさせ
ていただくこととなり
ました。社会人1年目
ではありますが、持ち
前の明るさとやる気を前面に出して利
府町の地域福祉推進のため尽力してい
きます。よろしくお願い致します。

加　藤　寛　樹
　4月より利府町中央
地域包括支援センター
に配属となりました。
私のモットーは「感謝
と笑顔を忘れないこと」
です。高齢者の皆さんが活き活きと暮
らせるようにお手伝いしていきます。
よろしくお願い致します。

社 会 福 祉 の た め

物　品　寄　付

利府町社会福祉協議会職員紹介利府町社会福祉協議会職員紹介利府町社会福祉協議会職員紹介利府町社会福祉協議会職員紹介
居宅介護支援事業所 中央地域包括支援センター

法　人　運　営

特 別 会 員

賛 助 会 員
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利府町社会福祉協議会ボランティアセンター　住所：利府町中央２－11－１　電話：022－356－9060

地域福祉の推進にご協力をお願いいたします！
～会員になることは福祉のまちづくり参加への一つです～

社会福祉協議会（＝社協）の活動を支える財源は、みなさまからの会費や寄付金が基盤となっています。
個人の方や企業の方に会員になっていただき、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指し、福

祉の充実を図ることが目的です。
社協会員として会費を納めることは、福祉活動の安定した運営のための貴重な財源として役立ち、財政

面から参加（協力）していることになります。
社協会費は、地域福祉事業、福祉教育事業、ボラン

ティア活動推進事業、在宅福祉サービス事業など、
「地域」の福祉事業に活用されますので、ご協力をお
願い申し上げます。

社協会員会費にご協力願います社協会員会費にご協力願います社協会員会費にご協力願います社協会員会費にご協力願います

宮城県地域福祉総合保障制度及びボランティア保険宮城県地域福祉総合保障制度及びボランティア保険
ボランティアセンターボランティアセンター

日常的な暮らしのことや介護の悩みなど、心配ごとについて
専門の相談員を配置し解決のお手伝いをいたします。

●内 容／生活相談全般・障害者相談・人権相談・行政相談
●日 程／平成29年５月23日（火）・６月27日（火）・７月25日（火）
●時 間／午前10時～午後３時まで
●場 所／利府町社会福祉協議会事務所

生活相談のお知らせ

相談は無料・秘密厳守で行います。

利府町社会福祉協議会について利府町社会福祉協議会について利府町社会福祉協議会について利府町社会福祉協議会について
利府町社会福祉協議会は、1987年（昭和62年）に社会福祉法人として設立され、本年度で30周年の節

目の年になりました。
当会は、「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現に向けて、町内会やボランティアのご理

解・ご協力のもと、行政機関や福祉関係団体のご支援をいただきながら、様々な社会福祉事業を展開してい
ます。
2000年（平成12年）の介護保険制度が施行されてからは、訪問事業所をはじめとした介護サービスに

も参入し、新たな介護・福祉制度が導入されるたびに、積極的に事業に取り組み、地域福祉事業と介護サー
ビス事業の両輪の考え方で、社会福祉事業を展開しています。
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福
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迎
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、
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介
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。
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平成29年度 利府町社会福祉協議会事業計画

二
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目
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備

⑵　
財
政
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盤
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保

⑶　
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福
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究
・
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充
実

⑷　
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う
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福
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育
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進
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築
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介
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サ
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ス
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の

サ
ー
ビ
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化
と
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率

的
事
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経
営

■一般会員（一般の方）………………　1,200円
■賛助会員（篤志の方）………………　3,000円
■特別会員（篤志、会社、法人など）… 10,000円

●宮城県地域福祉総合保障制度
高齢者向け福祉施設、障害者（児）向け福祉施設、
在宅やグループホーム、ＮＰＯ団体等の地域福祉
に携わる事業者、団体向けの総合的な補償制度
です。 

●ボランティア保険
①ボランティア本人が怪我をした
②ボランティアが活動の対象者等の身体や財物
に損害を与えた結果、法律上の賠償責任が発
生し賠償金を支払うことになった

これらの①と②の補償をセットにした保険です。
※災害ボランティア活動を行う際は、天災型プランになります。

●ボランティア・福祉活動行事保険
①行事参加者や主催者が偶然な事故で怪我をした場合
の「傷害保険」
②主催者が活動の対象者など他人に身体や財物に損害を
与え、法律上の賠償責任を負った場合の「賠償責任保険」

これらの①と②の補償をセットにした保険です。
※参加者人数20名からの福祉活動行事が対象になります。

●いきいきふれあいサロン保険
①参加者が怪我をした場合
②主催者が他人に怪我をさせてしまった場合、他人の物
を壊してしまった場合。（賠償事故）
これらの①と②の補償をセットにした保険です。
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収 入
197,739千円

支 出
197,739千円

社協会費 9,858千円

前期末支払資金残高 13,677千円
拠点区分間繰入金支出 
19,369千円

貸付事業等支出
1,800千円

助成金、配分金、その他 12,419千円

拠点区分間繰入金収入
19,369千円

寄付金 250千円

利府町補助金
19,164千円

利府町委託金
47,133千円 人件費

132,938千円

事務費
18,072千円

障害福祉
サービス等
事業収入
33,615千円

介護保険収入
41,323千円

予備費 1,000千円

貸付事業等収入
1,618千円

事業費収入、
その他
7,298千円

事業費
12,141千円

助成金
4,434千円

三、収支予算

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
平成28年度事業報告平成28年度事業報告平成28年度事業報告

平成28年度赤い羽根共同募金実績額
募　金　額

•戸別募金

•学校・職域募金

•イベント募金

県域募金

市町村域募金

2,521,740円

1,824,722円

3,756,236円

319,560円

270,666円

　合　　計 　　4,346,462円 　　4,346,462円　合　　計

配　分　額

平成28年度歳末助け合い募金実績額
募　金　額 配　分　額

　合　　計 　　2,499,661円 　　2,499,661円　合　　計

　

390,000円

55,000 円

710,000円

325,000円

　

500,000円

210,000円

99,661 円

210,000円

1次配分（配分調査委員会で決定された生活困窮者世帯）

　•70歳以上独居高齢者世帯

　•寝たきり及び認知高齢者世帯

　•準要保護世帯

　•母子父子世帯

2次配分（支援学校及び小中学校特別支援学級・障がい者団体）

　•小中学校・特別支援学校

　•福祉団体

事務費

次年度繰越金

•戸別募金

•職域募金

•前年度繰越金

2,340,349円

12,873 円

146,439円

皆様のご協力に感謝申し上げます。今後とも、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

利府町中央地域包括支援センター（353ー7322）問い合わせ先

《利府町中央地域包括支援センターからのお知らせ》

高齢者のみなさんが毎日の生活の中で、気軽に運動
を始めるきっかけづくりとして、体操教室を開催しま
す。体操は音楽に合わせたリズム体操や椅子に座った
まま行える簡単な内容です。

2月28日（火）、利府西中学校の1年生150人を対象に、認知症サポーター養
成講座を行いました。当日は、講話の他に職員による寸劇を披露し、認知症の方と
の接し方や温かく見守る大切さについてお話しをしました。　

5月26日（金）、6月9日（金）
6月23日（金）、7月14日（金）
7月28日（金）

日　程

午前10時半～11時半時　間

利府町保健福祉センター　大ホール会　場

無　料参加費

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

※事前に申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越
　し下さい。
※事前に申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越
　し下さい。

「料理の腕を上げたい！」と思っている
男性介護者の皆さん。簡単、美味しい、
ちょこっと「幸せ」なご飯づくりを一緒に
体験してみませんか？この機会に、男同士
で交流を図りながら、簡単調理を覚えま
しょう!!

男性介護者のつどい
～「俺」の料理教室 pt３～
男性介護者のつどい
～「俺」の料理教室 pt３～

日　程：5月19日（金）
時　間：午前11時～午後1時
場　所：利府町保健福祉センター
定　員：10名（先着）
受講料：300円

ダンベルメイト養成講座ダンベルメイト養成講座

玄米ダンベル体操を通して、地域における「高齢者のつどいの居場所づくり」を行っていただけ
る人材の育成を目的として、「ダンベルメイト養成講座」を開催致します。（「メイト」とは、一
緒にやっていく“仲間”という意味があります。）

●日　程：全6回　①6月1日（木）　②6月8日（木）　③6月20日（火）　④8月22日（火）
⑤8月29日（火）　⑥9月5日（火）
時    間：午後1時半～午後3時半

●場　所：利府町保健福祉センター　大ホール
●定　員：30名（先着）※原則 全ての回に参加が可能な方　　　●受講料：無　料
●対　象：地域で既に高齢者の集まりや自主グループ等の活動されている方や介護予防に関心が

あり、これから地域で活動したいと考えている方。

認知症サポーター養成講座 in 利府西中学校認知症サポーター養成講座 in 利府西中学校

《 

今 

後 

の 

予 

定 

》
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収 入
197,739千円

支 出
197,739千円

社協会費 9,858千円

前期末支払資金残高 13,677千円
拠点区分間繰入金支出 
19,369千円

貸付事業等支出
1,800千円

助成金、配分金、その他 12,419千円

拠点区分間繰入金収入
19,369千円

寄付金 250千円

利府町補助金
19,164千円

利府町委託金
47,133千円 人件費

132,938千円

事務費
18,072千円

障害福祉
サービス等
事業収入
33,615千円

介護保険収入
41,323千円

予備費 1,000千円

貸付事業等収入
1,618千円

事業費収入、
その他
7,298千円

事業費
12,141千円

助成金
4,434千円

三、収支予算

赤い羽根共同募金赤い羽根共同募金
平成28年度事業報告平成28年度事業報告平成28年度事業報告

平成28年度赤い羽根共同募金実績額
募　金　額

•戸別募金

•学校・職域募金

•イベント募金

県域募金

市町村域募金

2,521,740円

1,824,722円

3,756,236円

319,560円

270,666円

　合　　計 　　4,346,462円 　　4,346,462円　合　　計

配　分　額

平成28年度歳末助け合い募金実績額
募　金　額 配　分　額

　合　　計 　　2,499,661円 　　2,499,661円　合　　計

　

390,000円

55,000 円

710,000円

325,000円

　

500,000円

210,000円

99,661 円

210,000円

1次配分（配分調査委員会で決定された生活困窮者世帯）

　•70歳以上独居高齢者世帯

　•寝たきり及び認知高齢者世帯

　•準要保護世帯

　•母子父子世帯

2次配分（支援学校及び小中学校特別支援学級・障がい者団体）

　•小中学校・特別支援学校

　•福祉団体

事務費

次年度繰越金

•戸別募金

•職域募金

•前年度繰越金

2,340,349円

12,873 円

146,439円

皆様のご協力に感謝申し上げます。今後とも、ご協力を賜わりますようお願い申し上げます。

利府町中央地域包括支援センター（353ー7322）問い合わせ先

《利府町中央地域包括支援センターからのお知らせ》

高齢者のみなさんが毎日の生活の中で、気軽に運動
を始めるきっかけづくりとして、体操教室を開催しま
す。体操は音楽に合わせたリズム体操や椅子に座った
まま行える簡単な内容です。

2月28日（火）、利府西中学校の1年生150人を対象に、認知症サポーター養
成講座を行いました。当日は、講話の他に職員による寸劇を披露し、認知症の方と
の接し方や温かく見守る大切さについてお話しをしました。　

5月26日（金）、6月9日（金）
6月23日（金）、7月14日（金）
7月28日（金）

日　程

午前10時半～11時半時　間

利府町保健福祉センター　大ホール会　場

無　料参加費

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

シニアのちょこっと
貯筋体操教室

※事前に申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越
　し下さい。
※事前に申し込みは不要ですので、当日直接会場へお越
　し下さい。

「料理の腕を上げたい！」と思っている
男性介護者の皆さん。簡単、美味しい、
ちょこっと「幸せ」なご飯づくりを一緒に
体験してみませんか？この機会に、男同士
で交流を図りながら、簡単調理を覚えま
しょう!!

男性介護者のつどい
～「俺」の料理教室 pt３～
男性介護者のつどい
～「俺」の料理教室 pt３～

日　程：5月19日（金）
時　間：午前11時～午後1時
場　所：利府町保健福祉センター
定　員：10名（先着）
受講料：300円

ダンベルメイト養成講座ダンベルメイト養成講座

玄米ダンベル体操を通して、地域における「高齢者のつどいの居場所づくり」を行っていただけ
る人材の育成を目的として、「ダンベルメイト養成講座」を開催致します。（「メイト」とは、一
緒にやっていく“仲間”という意味があります。）

●日　程：全6回　①6月1日（木）　②6月8日（木）　③6月20日（火）　④8月22日（火）
⑤8月29日（火）　⑥9月5日（火）
時    間：午後1時半～午後3時半

●場　所：利府町保健福祉センター　大ホール
●定　員：30名（先着）※原則 全ての回に参加が可能な方　　　●受講料：無　料
●対　象：地域で既に高齢者の集まりや自主グループ等の活動されている方や介護予防に関心が

あり、これから地域で活動したいと考えている方。

認知症サポーター養成講座 in 利府西中学校認知症サポーター養成講座 in 利府西中学校
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利府町社会福祉協議会ボランティアセンター　住所：利府町中央２－11－１　電話：022－356－9060

地域福祉の推進にご協力をお願いいたします！
～会員になることは福祉のまちづくり参加への一つです～

社会福祉協議会（＝社協）の活動を支える財源は、みなさまからの会費や寄付金が基盤となっています。
個人の方や企業の方に会員になっていただき、誰もが安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指し、福

祉の充実を図ることが目的です。
社協会員として会費を納めることは、福祉活動の安定した運営のための貴重な財源として役立ち、財政

面から参加（協力）していることになります。
社協会費は、地域福祉事業、福祉教育事業、ボラン

ティア活動推進事業、在宅福祉サービス事業など、
「地域」の福祉事業に活用されますので、ご協力をお
願い申し上げます。

社協会員会費にご協力願います社協会員会費にご協力願います社協会員会費にご協力願います社協会員会費にご協力願います

宮城県地域福祉総合保障制度及びボランティア保険宮城県地域福祉総合保障制度及びボランティア保険
ボランティアセンターボランティアセンター

日常的な暮らしのことや介護の悩みなど、心配ごとについて
専門の相談員を配置し解決のお手伝いをいたします。

●内 容／生活相談全般・障害者相談・人権相談・行政相談
●日 程／平成29年５月23日（火）・６月27日（火）・７月25日（火）
●時 間／午前10時～午後３時まで
●場 所／利府町社会福祉協議会事務所

生活相談のお知らせ

相談は無料・秘密厳守で行います。

利府町社会福祉協議会について利府町社会福祉協議会について利府町社会福祉協議会について利府町社会福祉協議会について
利府町社会福祉協議会は、1987年（昭和62年）に社会福祉法人として設立され、本年度で30周年の節

目の年になりました。
当会は、「だれもが安心して暮らせる福祉のまちづくり」の実現に向けて、町内会やボランティアのご理

解・ご協力のもと、行政機関や福祉関係団体のご支援をいただきながら、様々な社会福祉事業を展開してい
ます。
2000年（平成12年）の介護保険制度が施行されてからは、訪問事業所をはじめとした介護サービスに

も参入し、新たな介護・福祉制度が導入されるたびに、積極的に事業に取り組み、地域福祉事業と介護サー
ビス事業の両輪の考え方で、社会福祉事業を展開しています。

一
、
基
本
方
針

利
府
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
民
相
互
の
福
祉
活
動
充

実
の
た
め
、
福
祉
に
関
す
る
調
査
・
研
究
を
行
い
、
地
域
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
実
施
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
各
種
福
祉

団
体
の
育
成
支
援
に
と
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
に
密
着
し
た
幅

広
い
福
祉
事
業
を
推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

平
成
29
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、
利
府
町
地
域
福
祉
活
動
計

画
（
第
2
期
）
が
ス
タ
ー
ト
し
て
2
年
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、

目
標
達
成
に
向
け
て
さ
ら
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
介
護
保
険
制
度
の
改
革
に
よ
る
新
総
合
事
業
が
本
格

的
に
始
ま
る
こ
と
か
ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

目
指
し
、
た
と
え
、
介
護
の
状
態
と
な
っ
て
も
地
域
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
で
支
え

合
っ
て
い
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
事
業
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
、
本
会
の
目
指
す
地
域
福
祉
推
進
の
理
念
と
方

向
性
は
一
致
し
、
高
齢
者
自
身
の
社
会
参
加
、
身
近
な
地
域
の

つ
ど
い
の
場
へ
の
支
援
、
見
守
り
支
援
な
ど
、
社
協
が
こ
れ
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
と
関
係
が
深
い
事
業
も
多
い
こ
と
か

ら
、
な
お
一
層
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る

仕
組
み
づ
く
り
を
町
と
連
携
し
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
町
か
ら
受
託
し
て
お
り
ま
す
事
業
に
つ
い
て
も
、
福

祉
の
専
門
性
を
発
揮
す
る
た
め
に
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図

り
、
町
民
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
重
点
目
標
及
び
具
体
的
な
取
組
み
等
を

定
め
、
本
会
の
基
本
理
念
で
も
あ
り
ま
す
、
「
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
推

進
す
べ
く
、
本
年
度
の
基
本
方
針
と
い
た
し
ま
す
。

平成29年度 利府町社会福祉協議会事業計画

二
、
重
点
目
標

⑴　
組
織
体
制
の
整
備

⑵　
財
政
基
盤
の
確
保

⑶　
地
域
福
祉
事
業
の
調
査

・
研
究
・
計
画
・
整
備

充
実

⑷　
地
域
福
祉
活
動
推
進
に

伴
う
人
材
育
成

⑸　
福
祉
教
育
の
推
進

⑹　
災
害
に
備
え
る
た
め
の

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築

⑺　
介
護
保
険
事
業
・
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
強
化
と
効
率

的
事
業
経
営

■一般会員（一般の方）………………　1,200円
■賛助会員（篤志の方）………………　3,000円
■特別会員（篤志、会社、法人など）… 10,000円

●宮城県地域福祉総合保障制度
高齢者向け福祉施設、障害者（児）向け福祉施設、
在宅やグループホーム、ＮＰＯ団体等の地域福祉
に携わる事業者、団体向けの総合的な補償制度
です。 

●ボランティア保険
①ボランティア本人が怪我をした
②ボランティアが活動の対象者等の身体や財物
に損害を与えた結果、法律上の賠償責任が発
生し賠償金を支払うことになった

これらの①と②の補償をセットにした保険です。
※災害ボランティア活動を行う際は、天災型プランになります。

●ボランティア・福祉活動行事保険
①行事参加者や主催者が偶然な事故で怪我をした場合
の「傷害保険」
②主催者が活動の対象者など他人に身体や財物に損害を
与え、法律上の賠償責任を負った場合の「賠償責任保険」

これらの①と②の補償をセットにした保険です。
※参加者人数20名からの福祉活動行事が対象になります。

●いきいきふれあいサロン保険
①参加者が怪我をした場合
②主催者が他人に怪我をさせてしまった場合、他人の物
を壊してしまった場合。（賠償事故）
これらの①と②の補償をセットにした保険です。
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利府町社会福祉協議会は、法人の認可を取得した福祉団体であり、皆様の会費等によって運営されています。

主な内容
●利府町社会福祉協議会について
●平成29年度事業計画・収支予算
●赤い羽根共同募金事業報告
●中央地域包括支援センター

●インフォメーション
●福祉事業・福祉団体の活動紹介
●あたたかい善意ありがとうございます

この広報誌は、皆さまからの会費と赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

利府西中学校福祉体験学習（キャップハンディ体験）

●匿名 様（東　町） ……………　50,000円
●みちのくフリーマーケット 様（名取市） …　5,000円
●利府聖光幼稚園 様 …………　20,000円
●匿名 様（野中一部） …………　300,000円
●匿名 様（葉山） …………………　2,000円
●高橋よし子 様（青葉台） ………　7,812円
●匿名 様（町内） ………………… 3,000円

●鎌田　勝衛 様
　（野中一部） … 介護用品多数
●利府高校JRC 様 
　……… お茶・入浴剤

●片倉ツヤ子 様
●高橋　勝弘 様

●さわおとの森 様

平成29年1月　利府町ボランティア友の会創立30周年記念式典・記念祝賀会が松島一の坊を会場に盛大に開催されました。
当日は、長年活動された会員と二世代にわたり活動された会員の皆様に会より感謝状と記念品が贈呈されました。

利府町ボランティア友の会創立30周年記念

利府町ボランティア友の会は、昭和61年に設立した福祉団体です。利府町社会福祉協議会とボランティア友の会は自転車
の両輪のように少しづつ共にあゆんだ歴史があります。
小地域ネットワーク推進活動、町民交流館内で実施しているコーヒーショップ「ペア・パル」活動、東日本大震災では、

連日災害ボランティアセンターのスタッフとして活動していただきました。
今後とも会が益々ご発展されますことを心からご祈念申し上げます。

利府町社会福祉協議会では、町内の小・中学生を対象に「福祉への
関心」と「障がいに対する理解」を促すことを目的に、キャップハン
ディ体験学習やボランティア養成講座を実施しています。

福祉教育推進事業福祉教育推進事業

１月　利府西中学校（１年生） 2月　利府第二小学校（3年生） 2月　利府第三小学校（3年生）

あたたかい善意ありがとうございますあたたかい善意ありがとうございます

佐々木　幸　子
　4月よりケアマネジ
ャーとして勤務させて
いただいております。
一人ひとりの要望に添
ったケアプランをわか
りやすく提案していけるよう頑張って
いきますので、よろしくお願い致しま
す。

佐　藤　ゆかり
　4月より居宅介護支
援事業所にケアマネジ
ャーとして配属になり
ました。最適な介護が
受けられるようご利用
者様やご家族様に寄り添い、その人ら
しく安心して日常生活が送れるよう、
お手伝いさせていただきたいと思いま
すので、どうぞよろしくお願い致しま
す。

池　田　周　平
  4月より利府町社会
福祉協議会に勤めさせ
ていただくこととなり
ました。社会人1年目
ではありますが、持ち
前の明るさとやる気を前面に出して利
府町の地域福祉推進のため尽力してい
きます。よろしくお願い致します。

加　藤　寛　樹
　4月より利府町中央
地域包括支援センター
に配属となりました。
私のモットーは「感謝
と笑顔を忘れないこと」
です。高齢者の皆さんが活き活きと暮
らせるようにお手伝いしていきます。
よろしくお願い致します。

社 会 福 祉 の た め

物　品　寄　付

利府町社会福祉協議会職員紹介利府町社会福祉協議会職員紹介利府町社会福祉協議会職員紹介利府町社会福祉協議会職員紹介
居宅介護支援事業所 中央地域包括支援センター

法　人　運　営

特 別 会 員

賛 助 会 員
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